
　

＊
九
品
寺
の
歴
史

＊
九
品
寺
の
歴
史　

1010
月

の
大
根
会
は
、
本
紙
面
を
借

の
大
根
会
は
、
本
紙
面
を
借

り
て
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し

り
て
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し

た
こ
と
も
あ
っ
て

た
こ
と
も
あ
っ
て
3030
人
を
超

人
を
超

す
盛
況
で
し
た
。
皆
さ
ん
の

す
盛
況
で
し
た
。
皆
さ
ん
の

反
応
も
活
発
で
終
始
賑
や
か

反
応
も
活
発
で
終
始
賑
や
か

で
し
た
。
九
品
寺
の
門
前
に

で
し
た
。
九
品
寺
の
門
前
に

立
っ
た
時
か
ら
、
驚
き
の
声

立
っ
た
時
か
ら
、
驚
き
の
声

が
た
く
さ
ん
上
が
り
ま
し

が
た
く
さ
ん
上
が
り
ま
し

た
。
何
人
も
の
武
士
の
姿
が

た
。
何
人
も
の
武
士
の
姿
が

見
え
る
と
い
う
人
、
門
を
入

見
え
る
と
い
う
人
、
門
を
入

っ
て
数
歩
の
所
で
体
が
揺
れ

っ
て
数
歩
の
所
で
体
が
揺
れ

る
、
引
っ
ぱ
ら
れ
る
な
ど
と

る
、
引
っ
ぱ
ら
れ
る
な
ど
と

い
う
人
が
続
出
し
ま
し
た
。

い
う
人
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

九
品
寺
は
、
鎌
倉
倒
幕
に

　

九
品
寺
は
、
鎌
倉
倒
幕
に

活
躍
し
た
新
田
義
貞
の
本
陣

活
躍
し
た
新
田
義
貞
の
本
陣

跡
に
あ
り
ま
す
。
本
堂
の
裏

跡
に
あ
り
ま
す
。
本
堂
の
裏

は
標
高

は
標
高
1010
ｍ
の
市
内
が
一
望

ｍ
の
市
内
が
一
望

で
き
る
高
台
で
、
貝
塚
が
最

で
き
る
高
台
で
、
貝
塚
が
最

初
に
発
見
さ
れ
た
砂
丘
で
も

初
に
発
見
さ
れ
た
砂
丘
で
も

あ
り
ま
す
。
九
品
寺
の
パ
ワ

あ
り
ま
す
。
九
品
寺
の
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、
古
代
、
中

ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、
古
代
、
中

世
の
歴
史
と
深
く
関
係
し
て

世
の
歴
史
と
深
く
関
係
し
て

い
る
気
が
し
ま
し
た
。

い
る
気
が
し
ま
し
た
。

　

＊
パ
ワ
ー
の
根
源

＊
パ
ワ
ー
の
根
源　

門
を

　

門
を

入
っ
た
所
に
は
、
板
状
の
石

入
っ
た
所
に
は
、
板
状
の
石

に
彫
ら
れ
た
六
地
蔵
が
あ
り

に
彫
ら
れ
た
六
地
蔵
が
あ
り

ま
す
。
石
材
は
、
古
代
の
石

ま
す
。
石
材
は
、
古
代
の
石

　

好
天
無
風
の
逗
子
海
岸
で

　

好
天
無
風
の
逗
子
海
岸
で

1111
月
1818
日
、「
逗
子
海
岸
流

日
、「
逗
子
海
岸
流

鏑
馬
」
が
行
わ
れ
た

鏑
馬
」
が
行
わ
れ
た
＝
松
原

＝
松
原

省
吾
撮
影

省
吾
撮
影
。

　

鎌
倉
幕
府
の
２
代
将
軍
源

　

鎌
倉
幕
府
の
２
代
将
軍
源

頼
家
が
逗
子
市
の
海
岸
で
流

頼
家
が
逗
子
市
の
海
岸
で
流

鏑
馬
に
似
た
武
技
を
競
わ
せ

鏑
馬
に
似
た
武
技
を
競
わ
せ

た
と
い
う
記
録
を
も
と
に
、

た
と
い
う
記
録
を
も
と
に
、

地
元
商
工
会
を
中
心
に
し
た

地
元
商
工
会
を
中
心
に
し
た

の
が
見
ら
れ
る
と
大
喜
び
の

の
が
見
ら
れ
る
と
大
喜
び
の

園
児
た
ち
は
「
馬
が
早
す
ぎ

園
児
た
ち
は
「
馬
が
早
す
ぎ

て
的
に
当
た
ら
な
か
っ
た

て
的
に
当
た
ら
な
か
っ
た

ね
」な
ど
と
楽
し
げ
だ
っ
た
。

ね
」な
ど
と
楽
し
げ
だ
っ
た
。

　

最
多
的
中
の
射
手
・
内
田

　

最
多
的
中
の
射
手
・
内
田

め
ぐ
み
さ
ん
（

め
ぐ
み
さ
ん
（
3030
）
は
「
緊

）
は
「
緊

張
し
た
が
声
援
を
受
け
て
が

張
し
た
が
声
援
を
受
け
て
が

ん
ば
れ
た
」
と
海
岸
で
の
撮

ん
ば
れ
た
」
と
海
岸
で
の
撮

影
会
で
観
客
た
ち
と
カ
メ
ラ

影
会
で
観
客
た
ち
と
カ
メ
ラ

に
収
ま
っ
て
い
た
。

に
収
ま
っ
て
い
た
。

実
行
委
員
会
が
１
９
９
２
年

実
行
委
員
会
が
１
９
９
２
年

か
ら
秋
の
行
事
と
し
て
開
催

か
ら
秋
の
行
事
と
し
て
開
催

し
、
今
年
で

し
、
今
年
で
2727
回
目
。

回
目
。

　

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

　

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

武
者
行
列
が
亀
岡
八
幡
宮
か

武
者
行
列
が
亀
岡
八
幡
宮
か

ら
海
岸
ま
で
行
わ
れ
て
会
場

ら
海
岸
ま
で
行
わ
れ
て
会
場

を
和
ま
せ
、
そ
の
あ
と
逗
子

を
和
ま
せ
、
そ
の
あ
と
逗
子

開
成
学
園
和
太
鼓
部
が
生
気

開
成
学
園
和
太
鼓
部
が
生
気

み
な
ぎ
る
演
奏
を
披
露
し

み
な
ぎ
る
演
奏
を
披
露
し

た
。
た
。

　

午
後
１
時
か
ら

　

午
後
１
時
か
ら

武
田
流
の
「
大
日

武
田
流
の
「
大
日

本
弓
馬
会
」
の
流

本
弓
馬
会
」
の
流

鏑
馬
が
開
始
さ

鏑
馬
が
開
始
さ

れ
、
射
手

れ
、
射
手
1010
人
が
人
が

砂
浜
を
疾
走
す
る

砂
浜
を
疾
走
す
る

馬
上
か
ら
的
を
射

馬
上
か
ら
的
を
射

り
、
矢
が
当
た
る

り
、
矢
が
当
た
る

た
び
に
観
客
か
ら

た
び
に
観
客
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上

大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
。

が
っ
た
。

　

    

◇　◇　

◇

　

秋
晴
れ
の

　

秋
晴
れ
の
1111
月
1111
日
、
明

日
、
明

治
１
５
０
年
記
念
の
流
鏑
馬

治
１
５
０
年
記
念
の
流
鏑
馬

が
鎌
倉
の
材
木
座
海
岸
で
開

が
鎌
倉
の
材
木
座
海
岸
で
開

か
れ
た
。

か
れ
た
。

　

鎌
倉
市
の
安
寧
、
海
上
安

　

鎌
倉
市
の
安
寧
、
海
上
安

全
、
大
漁
豊
魚
、
五
穀
豊

全
、
大
漁
豊
魚
、
五
穀
豊

穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
念
し
、

穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
念
し
、

日
本
弓
馬
術
協
会
武
田
流
、

日
本
弓
馬
術
協
会
武
田
流
、

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
同
窓

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
同
窓

会
清
潮
会
な
ど
で
構
成
さ
れ

会
清
潮
会
な
ど
で
構
成
さ
れ

た
鎌
倉
流
鏑
馬
実
行
委
員
会

た
鎌
倉
流
鏑
馬
実
行
委
員
会

が
開
催
。

が
開
催
。

　

神
事
の
あ
と
、
海
岸
に
設

　

神
事
の
あ
と
、
海
岸
に
設

置
さ
れ
た
約
３
０
０
㍍
の
流

置
さ
れ
た
約
３
０
０
㍍
の
流

鏑
馬
馬
場
で
騎
射
が
始
め
ら

鏑
馬
馬
場
で
騎
射
が
始
め
ら

れ
た
。
鎧
直
垂
を
着
て
、
腰

れ
た
。
鎧
直
垂
を
着
て
、
腰

に
行む

か
ば
き

む
か
ば
き縢
、
頭
に

、
頭
に
綾あ

や
あ
や

藺い

笠か
さ
か
さ

を
戴
を
戴

い
た
射
手
が
、
疾
走
す
る
馬

い
た
射
手
が
、
疾
走
す
る
馬

上
か
ら
鏑
矢
を
か
ま
え
て
３

上
か
ら
鏑
矢
を
か
ま
え
て
３

カ
所
の
的
を
射
ぬ
き
、
命
中

カ
所
の
的
を
射
ぬ
き
、
命
中

す
る
と
太
鼓
が
鳴
り
、
観
客

す
る
と
太
鼓
が
鳴
り
、
観
客

の
歓
声
が
上
が
っ
た
。

の
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

近
隣
の
い
ず
み
幼
稚
園
園

　

近
隣
の
い
ず
み
幼
稚
園
園

児
ら
親
子
１
３
０
人
が
招
待

児
ら
親
子
１
３
０
人
が
招
待

を
受
け
観
戦
。
普
段
遊
び
に

を
受
け
観
戦
。
普
段
遊
び
に

き
て
い
る
海
岸
で
馬
が
走
る

き
て
い
る
海
岸
で
馬
が
走
る

　

熊
本
地
震
の
復
興
支
援
の

　

熊
本
地
震
の
復
興
支
援
の

た
め
、
鎌
倉
市
大
町
の
松
葉

た
め
、
鎌
倉
市
大
町
の
松
葉

ヶ
谷
・
妙
法
寺
本
殿
の
特
別

ヶ
谷
・
妙
法
寺
本
殿
の
特
別

開
帳
が

開
帳
が
1010
月
2828
日
午
前
・
午

日
午
前
・
午

後
２
回
行
わ
れ
、
約
１
０
０

後
２
回
行
わ
れ
、
約
１
０
０

人
が
訪
れ
た

人
が
訪
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

「
熊
本
復
旧
支
援
鎌
倉
有

　

「
熊
本
復
旧
支
援
鎌
倉
有

志
の
会
（
世
話
人
大
貫
昭
彦

志
の
会
（
世
話
人
大
貫
昭
彦

さ
ん
）
」
が
、
同
寺
に
あ
る

さ
ん
）
」
が
、
同
寺
に
あ
る

肥
後
熊
本
の
藩
主
細
川

肥
後
熊
本
の
藩
主
細
川
斉な

り
な
り

茲し
げ
し
げ

が
寄
進
し
た
総
欅
造
り
の
本

が
寄
進
し
た
総
欅
造
り
の
本

堂
と
、
斉
茲
が
４
歳
で
急
逝

堂
と
、
斉
茲
が
４
歳
で
急
逝

し
た
愛
娘

し
た
愛
娘
耇こ

う
こ
う

姫
を
追
悼
し
て

姫
を
追
悼
し
て

制
作
さ
せ
た
天
井
画
や
障
壁

制
作
さ
せ
た
天
井
画
や
障
壁

画
な
ど
を
公
開
し
て
、
熊
本

画
な
ど
を
公
開
し
て
、
熊
本

の
復
興
に
役
立
て
て
も
ら
お

の
復
興
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
。

う
と
企
画
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鎌
倉
や
被
災

　

は
じ
め
に
、
鎌
倉
や
被
災

地
で
映
画
上
映
な
ど
の
活

地
で
映
画
上
映
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
湘
南
遊
映
坐
」（
藤
沢

人
「
湘
南
遊
映
坐
」（
藤
沢

市
）
代
表
の
岡
博
大
さ
ん

市
）
代
表
の
岡
博
大
さ
ん

と
、
熊
本
出
身
の
立
教
大
学

と
、
熊
本
出
身
の
立
教
大
学

２
年
生
で
、
地
元
で
支
援
活

２
年
生
で
、
地
元
で
支
援
活

動
を
し
て
い
る
高
山
賢
太
郎

動
を
し
て
い
る
高
山
賢
太
郎

さ
ん
が
、
被
災
地
の
現
状
や

さ
ん
が
、
被
災
地
の
現
状
や

活
動
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

活
動
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

そ
の
あ
と
、
大
貫
さ
ん
か

そ
の
あ
と
、
大
貫
さ
ん
か

ら
、
四
季
折
々
の
１
０
０
種

ら
、
四
季
折
々
の
１
０
０
種

類
の
花
が
描
か
れ
て
い
る
天

類
の
花
が
描
か
れ
て
い
る
天

井
画
・
花
卉
折
枝
図
や
障
壁

井
画
・
花
卉
折
枝
図
や
障
壁

画
の
説
明
が
あ
っ
た
。

画
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
特
別
拝
観
料
と
募

　

今
回
の
特
別
拝
観
料
と
募

金
箱
に
集
ま
っ
た
金
額
は
１

金
箱
に
集
ま
っ
た
金
額
は
１

５
５
，１
０
０
円
で
、そ
こ
か

５
５
，１
０
０
円
で
、そ
こ
か

ら
経
費
を
差
し
引
い
た
１
０

ら
経
費
を
差
し
引
い
た
１
０

３
，４
６
９
円
が
義
捐
金
と

３
，４
６
９
円
が
義
捐
金
と

な
り
、
遊
映
坐
に
３
万
円
、

な
り
、
遊
映
坐
に
３
万
円
、

熊
本
城
災
害
復
興
支
援
金
と

熊
本
城
災
害
復
興
支
援
金
と

し
て
熊
本
市
役
所
に
７
３
，

し
て
熊
本
市
役
所
に
７
３
，

４
６
９
円
が
送
金
さ
れ
た
。

４
６
９
円
が
送
金
さ
れ
た
。

　

大
貫
さ
ん
は
「
鎌
倉
の
文

　

大
貫
さ
ん
は
「
鎌
倉
の
文

化
財
を
活
か
せ
て
よ
か
っ

化
財
を
活
か
せ
て
よ
か
っ

た
。ま
た
機
会
を
設
け
た
い
」

た
。ま
た
機
会
を
設
け
た
い
」

と
感
謝
を
伝
え
て
い
る
。

と
感
謝
を
伝
え
て
い
る
。

　

1111
月
５
日
の
鎌
倉
市
沿
岸

月
５
日
の
鎌
倉
市
沿
岸

部
津
波
一
斉
避
難
訓
練
に
合

部
津
波
一
斉
避
難
訓
練
に
合

わ
せ
て
、
バ
ス
運
行
中
に
津

わ
せ
て
、
バ
ス
運
行
中
に
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
鎌

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
鎌

倉
駅
か
ら
材
木
座
地
区
経
由

倉
駅
か
ら
材
木
座
地
区
経
由

小
坪
行
き
の
路
線
で
行
わ

小
坪
行
き
の
路
線
で
行
わ

れ
、
京
浜
急
行
バ
ス
社
員
、

れ
、
京
浜
急
行
バ
ス
社
員
、

松
尾
崇
鎌
倉
市
長
、
地
域
住

松
尾
崇
鎌
倉
市
長
、
地
域
住

民
ら
約

民
ら
約
4040
人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
＝

写
真
写
真
。

　

営
業
所
か
ら
無
線
で

　

営
業
所
か
ら
無
線
で

津
波
警
報
の
発
令
と
避

津
波
警
報
の
発
令
と
避

難
指
示
を
受
け
た
運
転

難
指
示
を
受
け
た
運
転

手
は
、
光
明
寺
バ
ス
停

手
は
、
光
明
寺
バ
ス
停

で
停
車
し
、
寺
の
裏
の

で
停
車
し
、
寺
の
裏
の

海
抜
海
抜
3030
㍍
の
高
台
へ
乗

㍍
の
高
台
へ
乗

員
を
誘
導
。
車
イ
ス
や

員
を
誘
導
。
車
イ
ス
や

高
齢
者
な
ど
単
独
で
の

高
齢
者
な
ど
単
独
で
の

　
「
第

　
「
第
4040
回
鎌
倉
市
民
駅
伝

回
鎌
倉
市
民
駅
伝

競
争
大
会
」が

競
争
大
会
」が
1010
月
2121
日
鎌
日
鎌

倉
の
七
里
ガ
浜
小
学
校
周
回

倉
の
七
里
ガ
浜
小
学
校
周
回

コ
ー
ス
で
開
か
れ
、小
学
生

コ
ー
ス
で
開
か
れ
、小
学
生

か
ら
一
般
ま
で

か
ら
一
般
ま
で
7070
チ
ー
ム
約

チ
ー
ム
約

３
６
０
人
が
出
場

３
６
０
人
が
出
場
＝
写
真

＝
写
真
。

主
催
は
鎌
倉
市
陸
上
競
技
協

主
催
は
鎌
倉
市
陸
上
競
技
協

会
（
金
子
彰
理
事
長
）
。
優

会
（
金
子
彰
理
事
長
）
。
優

勝
チ
ー
ム
次
の
と
お
り
。

勝
チ
ー
ム
次
の
と
お
り
。

　
【
自
治
町
内
会
】七
里
が
浜

　
【
自
治
町
内
会
】七
里
が
浜

ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ａ（
藤
原
一
成

ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ａ（
藤
原
一
成

･
岩
城
興
太

岩
城
興
太
･
太
田
佑

太
田
佑
･
中

里
海
人

里
海
人
･
猪
谷
祐
一
・
猪
谷

猪
谷
祐
一
・
猪
谷

裕
之
）【
一
般
男
子
】栄
光
学

裕
之
）【
一
般
男
子
】栄
光
学

園
高
校（
山
崎
忠
之

園
高
校（
山
崎
忠
之
･
裏
野
裏
野

凌
央
凌
央
･
小
菅
優
太

小
菅
優
太
･
森
内
拓

森
内
拓

人
･
木
幡
光
希

木
幡
光
希
･
箕
輪
英

箕
輪
英

介
）【
一
般
女
子
】大
船
高
校

介
）【
一
般
女
子
】大
船
高
校

（
武
見
日
菜
子

（
武
見
日
菜
子
･
津
崎
梨
央

津
崎
梨
央

･
五
島
さ
く
ら

五
島
さ
く
ら
･
櫻
井
菜
の

櫻
井
菜
の

香
･
荒
川
瑠
夏
）【
中
学
男

荒
川
瑠
夏
）【
中
学
男

子
】大
船
中
Ａ（
伊
沢
夏
樹
・

子
】大
船
中
Ａ（
伊
沢
夏
樹
・

堀
井
章
人

堀
井
章
人
･
八
木
蒼
葉

八
木
蒼
葉
･
露

木
天
馬

木
天
馬
･
尾
関
潮
音

尾
関
潮
音
･
齊

藤
幹
太
）【
中
学
女
子
】手
広

藤
幹
太
）【
中
学
女
子
】手
広

中
Ａ（
小
山
寿
々
奈

中
Ａ（
小
山
寿
々
奈
･
静
美
静
美

月
･
井
上
玲

井
上
玲
･
青
木
宝
未

青
木
宝
未
･

伊
藤
杏
莉
）【
小
学
生
男
子
】

伊
藤
杏
莉
）【
小
学
生
男
子
】

鎌
倉
リ
ト
ル
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

鎌
倉
リ
ト
ル
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

（
成
田
湊

（
成
田
湊
･
鳥
澤
慎
斗

鳥
澤
慎
斗
･
田

島
大
介

島
大
介
･
吉
岡
春
陽
）【
小
学

吉
岡
春
陽
）【
小
学

生
女
子
】鎌
倉
リ
ト
ル
陸
上

生
女
子
】鎌
倉
リ
ト
ル
陸
上

ク
ラ
ブ
Ｃ（
小
島
渚

ク
ラ
ブ
Ｃ（
小
島
渚
･
国
枝
国
枝

心
･
角
田
の
の
み

角
田
の
の
み
･
本
間
本
間

凜
）
凜
） 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

避
難
が
困
難
な
人
を
誘
導
す

避
難
が
困
難
な
人
を
誘
導
す

る
訓
練
も
あ
っ
た
。

る
訓
練
も
あ
っ
た
。

　

運
転
手
の
山
田
祐
己
さ
ん

　

運
転
手
の
山
田
祐
己
さ
ん

（
2828
）
は
、「
自
分
が
落
ち

）
は
、「
自
分
が
落
ち

着
い
て
誘
導
す
る
こ
と
で
乗

着
い
て
誘
導
す
る
こ
と
で
乗

客
も
安
心
で
き
る
と
思
っ
て

客
も
安
心
で
き
る
と
思
っ
て

行
動
し
た
。
い
ざ
と
い
う

行
動
し
た
。
い
ざ
と
い
う

時
、
あ
た
ふ
た
し
な
い
よ
う

時
、
あ
た
ふ
た
し
な
い
よ
う

に
し
た
い
」
と
振
り
返
っ

に
し
た
い
」
と
振
り
返
っ

た
。
た
。

　

鎌
倉
市
防
災
安
全
部
長
崎

　

鎌
倉
市
防
災
安
全
部
長
崎

聡
之
次
長
は
「
行
政
と
企
業

聡
之
次
長
は
「
行
政
と
企
業

の
連
携
で
よ
り
実
践
的
な
訓

の
連
携
で
よ
り
実
践
的
な
訓

練
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
」

練
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
」

と
様
々
な
場
面
を
想
定
し
た

と
様
々
な
場
面
を
想
定
し
た

訓
練
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

訓
練
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

風
景
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

風
景
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

補
陀
洛
寺
は
、
南
に
浄
土

　

補
陀
洛
寺
は
、
南
に
浄
土

が
あ
る
と
い
う
信
仰
に
支
え

が
あ
る
と
い
う
信
仰
に
支
え

ら
れ
て
き
た
寺
で
す
。
昔
、

ら
れ
て
き
た
寺
で
す
。
昔
、

和
歌
山
に
は
南
を
目
指
し
て

和
歌
山
に
は
南
を
目
指
し
て

補
陀
洛
渡
海
す
る
風
習
が
あ

補
陀
洛
渡
海
す
る
風
習
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
一
カ
月
分

っ
た
そ
う
で
す
。
一
カ
月
分

の
燈
明
油
と
食
料
を
積
ん
で

の
燈
明
油
と
食
料
を
積
ん
で

船
出
す
る
死
出
の
旅
で
す
。

船
出
す
る
死
出
の
旅
で
す
。

鎌
倉
で
も
、
補
陀
洛
を
目
指

鎌
倉
で
も
、
補
陀
洛
を
目
指

し
た
人
が
い
た
か
も
知
れ
ま

し
た
人
が
い
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
風
の
冷
た
さ
や
頭
痛

せ
ん
。
風
の
冷
た
さ
や
頭
痛

は
、
悲
し
い
歴
史
と
繋
が
っ

は
、
悲
し
い
歴
史
と
繋
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

＊
光
明
寺
は
安
ら
ぎ
ス
ポ

＊
光
明
寺
は
安
ら
ぎ
ス
ポ

ッ
ト　
ッ
ト　

光
明
寺
は
、
意
外
な

光
明
寺
は
、
意
外
な

所
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
潜

所
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
潜

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
入

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
入

口
の
総
門
で
風
が
止
ま
っ

口
の
総
門
で
風
が
止
ま
っ

た
、
頭
痛
が
消
え
た
な
ど
の

た
、
頭
痛
が
消
え
た
な
ど
の

反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
総
門

反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
総
門

か
ら
３
ｍ
ほ
ど
行
っ
た
参
道

か
ら
３
ｍ
ほ
ど
行
っ
た
参
道

の
真
ん
中
で
も
、
気
分
が
爽

の
真
ん
中
で
も
、
気
分
が
爽

棺
の
蓋
と

棺
の
蓋
と

い
わ
れ
ま

い
わ
れ
ま

す
。
パ
ワ

す
。
パ
ワ

ー
は
、
こ

ー
は
、
こ

の
前
の
敷

の
前
の
敷

石
か
ら
出

石
か
ら
出

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
左
の

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
左
の

方
が
強
い
そ
う
で
す
。

方
が
強
い
そ
う
で
す
。

　

感
じ
な
い
と
い
う
人
も
い

　

感
じ
な
い
と
い
う
人
も
い

ま
す
が
、
右
に
引
か
れ
る
、

ま
す
が
、
右
に
引
か
れ
る
、

空
気
全
体
が
揺
れ
る
感
じ
な

空
気
全
体
が
揺
れ
る
感
じ
な

ど
と
、
複
数
の
人
が
反
応
し

ど
と
、
複
数
の
人
が
反
応
し

ま
し
た
。
ま
た
本
堂
の
賽
銭

ま
し
た
。
ま
た
本
堂
の
賽
銭

箱
の
前
に
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

箱
の
前
に
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
よ
う
で
、
温
か

ト
が
あ
る
よ
う
で
、
温
か

い
、
息
苦
し
い
、
悲
し
く
な

い
、
息
苦
し
い
、
悲
し
く
な

っ
た
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

っ
た
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
息
苦
し
い
と
い
う

ま
し
た
。
息
苦
し
い
と
い
う

人
に
は
、
大
根
師
が
手
を
か

人
に
は
、
大
根
師
が
手
を
か

ざ
し
て
気
分
を
回
復
さ
せ
ま

ざ
し
て
気
分
を
回
復
さ
せ
ま

し
た
。

し
た
。

　

＊
中
島
町
の
心
象
風

＊
中
島
町
の
心
象
風

景　
　

次
に
光
明
寺
に

　
　

次
に
光
明
寺
に

向
か
い
ま
し
た
。
車
を

向
か
い
ま
し
た
。
車
を

避
け
て
路
地
を
行
く
と
、
空

避
け
て
路
地
を
行
く
と
、
空

気
が
冷
た
い
と
い
う
人
が
い

気
が
冷
た
い
と
い
う
人
が
い

ま
し
た
。
別
の
二
人
は
、
頭

ま
し
た
。
別
の
二
人
は
、
頭

の
左
側
が
痛
い
と
言
い
出
し

の
左
側
が
痛
い
と
言
い
出
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

こ
の
辺
の
古
い
地
名
は

　

こ
の
辺
の
古
い
地
名
は

「
中
島
町
」
。
静
か
な
入
江

「
中
島
町
」
。
静
か
な
入
江

に
小
島
が
一
つ
浮
か
び
、
水

に
小
島
が
一
つ
浮
か
び
、
水

辺
に
は
補
陀
洛
寺
の
本
堂
が

辺
に
は
補
陀
洛
寺
の
本
堂
が

影
を
映
し
て
い
る
。
そ
ん
な

影
を
映
し
て
い
る
。
そ
ん
な

快
に
な
っ
た
、
足
が
温
か
く

快
に
な
っ
た
、
足
が
温
か
く

な
っ
た
と
言
っ
て
、
み
な
先

な
っ
た
と
言
っ
て
、
み
な
先

に
進
み
ま
せ
ん
。
パ
ワ
ー
を

に
進
み
ま
せ
ん
。
パ
ワ
ー
を

感
じ
な
い
人
は
、
本
堂
の
前

感
じ
な
い
人
は
、
本
堂
の
前

で
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
に
手

で
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
に
手

を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
よ
う
や
く
山
門
に

　

一
行
は
よ
う
や
く
山
門
に

到
着
。
し
か
し
、
こ
の
先
も

到
着
。
し
か
し
、
こ
の
先
も

遅
々
た
る
も
の
で
し
た
。
山

遅
々
た
る
も
の
で
し
た
。
山

門
を
境
に
空
気
が
変
わ
り
、

門
を
境
に
空
気
が
変
わ
り
、

潜
る
と
無
風
に
な
っ
た
。
そ

潜
る
と
無
風
に
な
っ
た
。
そ

の
５
ｍ
ほ
ど
先
で
は
青
紫
の

の
５
ｍ
ほ
ど
先
で
は
青
紫
の

光
が
見
え
た
。い
や
、気
持
ち

光
が
見
え
た
。い
や
、気
持
ち

の
休
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
感

の
休
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
感

性
の
強
い
人
た
ち
の
反
応
は

性
の
強
い
人
た
ち
の
反
応
は

喧
々
諤
々
の
様
相
で
し
た
。

喧
々
諤
々
の
様
相
で
し
た
。

　

＊
鍛
え
抜
い
た
地
霊

＊
鍛
え
抜
い
た
地
霊　

光

　

光

明
寺
の
ス
ポ
ッ
ト
は
尽
き
ま

明
寺
の
ス
ポ
ッ
ト
は
尽
き
ま

せ
ん
。
本
堂
前
に
立
つ
と
、

せ
ん
。
本
堂
前
に
立
つ
と
、

胸
が
暖
か
く
な
る
。
手
前
の

胸
が
暖
か
く
な
る
。
手
前
の

繁
栄
稲
荷
社
で
は
、
下
か
ら

繁
栄
稲
荷
社
で
は
、
下
か
ら

上
へ
昇
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

上
へ
昇
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
る
。
鳥
居
の
左
脇
に
あ
る

じ
る
。
鳥
居
の
左
脇
に
あ
る

石
も
触
っ
て
も
冷
た
い
が
、

石
も
触
っ
て
も
冷
た
い
が
、

手
を
か
ざ
す
と
ポ
カ
ポ
カ
す

手
を
か
ざ
す
と
ポ
カ
ポ
カ
す

る
。
社
殿
横
の
イ
ヌ
マ
キ
の

る
。
社
殿
横
の
イ
ヌ
マ
キ
の

パ
ワ
ー
も
強
い
。
幹
に
触
れ

パ
ワ
ー
も
強
い
。
幹
に
触
れ

る
と
、
手
の
ひ
ら
か
ら
甲
ま

る
と
、
手
の
ひ
ら
か
ら
甲
ま

で
温
ま
る
。
頭
を
着
け
る
と

で
温
ま
る
。
頭
を
着
け
る
と

ク
ラ
ク
ラ
す
る
。
本
堂
横
の

ク
ラ
ク
ラ
す
る
。
本
堂
横
の

網
引
地
蔵
（
延
命
地
蔵
）
も

網
引
地
蔵
（
延
命
地
蔵
）
も

力
強
く
、
近
づ
く
と
前
に
引

力
強
く
、
近
づ
く
と
前
に
引

か
れ
る
。
参
加
者
の
反
応
は

か
れ
る
。
参
加
者
の
反
応
は

紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
。

紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

海
辺
に
あ
る
光
明
寺
は
度

　

海
辺
に
あ
る
光
明
寺
は
度

々
津
波
に
遭
っ
た
寺
で
す
。

々
津
波
に
遭
っ
た
寺
で
す
。

イ
ヌ
マ
キ
も
元
禄
地
震
前
の

イ
ヌ
マ
キ
も
元
禄
地
震
前
の

木
で
す
。
こ
こ
の
地
霊
は
鍛

木
で
す
。
こ
こ
の
地
霊
は
鍛

え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
う
。

九品寺六地蔵九品寺六地蔵

光明寺本堂光明寺本堂

六地蔵の前で手をかざす人たち六地蔵の前で手をかざす人たち

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 2020

荒
ぶ
る
地
の
パ
ワ
ー

荒
ぶ
る
地
の
パ
ワ
ー

疾
走
す
る
馬
上
か
ら
矢
射
る

疾
走
す
る
馬
上
か
ら
矢
射
る

逗
子
・
材
木
座
海
岸
で
流
鏑
馬

鎌
倉
・
妙
法
寺
を
特
別
開
帳

歴
史
力
活
か
し
て
熊
本
修
復
支
援

バ
ス
の
乗
客
を
高
台
へ

70
チ
ー
ム
が
力
走

鎌
倉
市
民
駅
伝

津
波
避
難
訓
練

２０１８年（平成３０年）12 月１日 第477号 1部　108円 （２）


